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表-1 水理条件1 は じめに 河 床波背後に発生するコル

ク・ボイル渦は浮遊砂に代表される物質輸送

の原因となり,特 に洪水時に頻繁に発生する

ことが確認されている。本研究では染料注入

法と水素気泡法による可視化実験を行い, コ

ルク・ボイル渦とその発生源と考えられる河
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床波クレストからの剥離渦の発生 ・発達機構を定性的

に捉えることによって,非 定常性が河床波上の渦構造

に及ぼす影響について考察する。

2.実 験方法および条件 表 olおよび図-1にそれぞれ

水理条件,本 実験の計測システムを示す,河 床形状は

実河川において最も典型的に見られる二次元状のdune

波形●ユ・1/20,4:波高(=2ca),こ:河床波長(=4批″》を採

用 した。 また , 流 量変化 を増水 ・減水 時間

駒■0,120sccの三角波とした。

3,実 験結果および考察 図 -2に,35-ヵ メラによっ

て撮影された剥離渦を増水期 ・減水期に分けて示し

た,増 水期の剥離渦は,減 水期のものと比較して流下

方向への移流が抑制されるとともに,渦 の上昇傾向がやや強いと

いえる。図-3は,剥 離渦の発生周期の時間変化を増水開始前およ

び減水終了後の定常時(S‐1,つ,増水期(R‐1,2)・減水期(F‐1,2)の6

区間に分けて表示したものである.な お,図 中のαは非定常性の

大きさを示すパラメータで,α=孤ら執かぼよちがこ妨)(し,1ま断面平

均流速)で表される。この図によると,非 定常性の高いケ
ースの

方が変化特性が顕著になっている。また,非 定常性の大小に関わ

らず,発 生周期の値は増水するに従って減少し,増 水期の後期に

減少のピークを迎えた後に増加に転じている。次にコルク・ボイ

ル渦の発生周期の時間変化を図-4に示す。メルs=3.0では,増 水す

るにつれコルク・ボイル渦の発生周期は大きくなり,逆 に減水期

にはその発生周期は減少していく。一方,水 面近傍0みs=3.5)にお

けるコルク・ボイル渦の発生周期は増水期に急激に減少し,減 水

期に大きくなるという)名=3.0の変化とは全く異なる傾向を示し

ている.こ れは,図 …2から確認される剥離渦の増水期における上

昇傾向,な らびに,本 実験とは別に行った点計測実験から得られ

た,「 クレスト付近における鉛直方向の乱れ強度プは増水期 ・減

水期の同一水深時において増水期の方が値が大きくなる」という

知見1)を合わせて考えると,外 層中央部から水面付近にかけての

コルク・ボイル渦は1空 間的減速流である増水期には,ク レスト

Td : duration tme from bas6 dapth b pEak one,
h : d3pth, Re : Reynolds numb€r, Fr: Frouds number,
a : unsteadiness parameter adoPted in th€ present stldy.

図-2 染 料注入法による剥離渦
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図-1 可 視化実験装置
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